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審 査 の 結 果 の 要 旨
　遺伝子発現を規定する因子としては，物理的・化学的因子のほかに精神的因子も存在することが長い間推
測されてきた。本研究では，ネガティブな精神的ストレスだけでなく，ポジティブな感情によっても遺伝子
発現は変動するという仮説を立て，陽性感情のひとつである「笑い」が人体に与える効果を分子生物学的に
解析している。
　まず，2型糖尿病患者の食後血糖値上昇が「笑い」によって抑制されていることを見いだし，その時の生
化学指標および遺伝子発現の変化を解析している。血糖値上昇抑制に直接関与すると考えられる遺伝子の発
現変動を認めることはできなかったが，糖尿病の増悪サイクル遮断に寄与しているドーパミン受容体遺伝子
やアデニル酸シクラーゼ遺伝子の発現調節に「笑い」が関与していることを明確にしている。また，糖尿病
の合併症進展と関係があるプロレニンに対する末梢血白血球の受容体遺伝子が「笑い」により発現増加し，「笑
い」が合併症進展を抑制する可能性も見いだしている。さらに，糖尿病教育入院患者を対象に行った遺伝子
発現の経時的解析では，血糖値調節へ関与すると考えられている NK細胞活性に関連した多くの遺伝子の発
現が増加することも明らかにしている。
　これまでは，「笑い」の健康に対する効果は一部の生化学的指標によってしか検証されてこなかった。こ
れまで明確になっていなかった「笑い」の感情機能について，それらの構造や機能をある程度明確にした点
は十分に評価できるが，その普遍的な分子機構に関する最終結論までは至っておらず，今後に残された課題
も少なからずある。しかし，本研究がその効果を遺伝子の発現変化として明らかにした点は評価に値し，身
体の内部環境，特に心身相関に関する研究の発展に貢献したと判断できる。
　よって，著者は博士（学術）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
